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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔料と、前記顔料に対して０．５～３０重量％の下記の化合物１を含有することを特徴
とする固体状の顔料組成物。
化合物１
【化１】

（但し、Ｒ１はメチル基を表す。またＲ２は炭素原子数１８の飽和アルキル基、不飽和ア
ルキル基のいずれかを表す。）
【請求項２】
　前記顔料が酸性顔料である請求項１記載の顔料組成物。
【請求項３】
　副顔料、顔料誘導体、染料のうちいずれか１つ又は２つ以上のものを含む請求項１又は
２記載の顔料組成物。
【請求項４】
　副顔料が酸性顔料であり、顔料誘導体が酸性顔料の誘導体であり、染料が酸性染料であ
る請求項３記載の顔料組成物。
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【請求項５】
　副顔料、顔料誘導体及び染料がスルホン酸基を有するものである請求項４記載の顔料組
成物。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか一つに記載の顔料組成物を含有することを特徴とするカラーフ
ィルター用顔料分散液。
【請求項７】
　請求項１～５のいずれか一つに記載の顔料組成物を含有することを特徴とするカラーフ
ィルター用カラーレジスト。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、塗料、印刷インキその他に用いられるもので、例えば自動車、塗装鋼板、建材
、缶、平版、グラビア、フレキソ、インクジェットプリンタ、カラーフィルター等に使用
可能な顔料組成物に関するものであり、更にはこの顔料組成物を分散した顔料分散液に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
顔料には様々な性能、例えば分散用樹脂系及び溶剤系において高い分散性、分散液の良好
な流動性、また顔料分散液を塗布したものでは、高光沢、高鮮鋭性、高耐候性、特にカラ
ーフィルターでは高コントラスト、高透過性などが要求される。この要求を満たすため粗
顔料からの顔料化の際に種々の処理がなされる。
【０００３】
顔料は合成された粗顔料の顔料化工程、具体的には結晶形の調整、１次粒子の形状や大き
さの調整などの処置がなされた後、粒子径の安定化と結晶成長、凝集防止、各種顔料分散
用樹脂系や各種溶剤系への良分散性の付与、顔料分散時の分散液の流動性適性、塗膜光沢
、塗膜鮮鋭性などを改善する目的で、顔料誘導体やロジン又は変性ロジン、体質顔料、カ
プセル化用樹脂等の処理剤を用いた処理が行われる。
【０００４】
しかし実際は先に述べたような特徴の多くを有する顔料は少ない。この理由としては処理
剤のコスト、処理回数を重ねることで作業工程数が多くなり、これがコスト高につながる
ためであるし、顔料分散の現場では優れた特徴を持つ高価な顔料ではなく、使用する樹脂
系や溶剤系に適した安価な顔料を数種の銘柄の中から選択することが一般的なためである
。ただし、安価な顔料では顔料に要求される幾つかの特性を犠牲にすることが多い。
【０００５】
ここで顔料組成物に関する従来技術について以下に記述する。
顔料化工程において粗顔料の結晶形の調整、１次粒子の形状や大きさの調整はなされてい
ても、表面処理がなされていない無処理顔料は、安価であるが適用可能な範囲が限られ、
分散系において多少の相違はあるが結晶成長及び凝集、分散液の流動性不良などの問題が
発生しやすい。
【０００６】
一方、平版、活版のような印刷インキ用途などに対しては実績のあるロジンまたは変性ロ
ジンは、顔料の結晶系及び顔料粒子径を均一に保持するために顔料化の際に処理されるこ
とが多いが、これらは分散液流動性を阻害するため、良好な流動適性が要求されるその他
の用途では問題が指摘されている。
【０００７】
有機顔料と体質顔料からなる顔料では、体質顔料は単に増量剤としての役割しか持たない
場合もあるが、顔料分散性の向上や顔料分散液の流動性の向上などの役割を有し、その塗
膜が高光沢、高鮮鋭性などの特徴を有する場合が多い。また体質顔料は安価である点が多
くの顔料に使用される理由でもある。しかし、塗膜に硬度が要求される工業塗料用途等に
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使用した場合の塗膜のもろさ、液晶ディスプレイのカラーフィルタに使用した場合の低コ
ントラスト、等の問題が指摘されている。
【０００８】
顔料誘導体や染料を含有する顔料組成物の場合、顔料分散液では顔料分散性向上や結晶成
長・凝集の抑制、流動性改良に効果的であり、各種の溶剤にも影響されにくい。塗膜では
光沢、鮮鋭性、透過性、コントラスト等の改良に寄与する場合が多い。また、低コストで
ある点も１つの特徴である。具体的な例としては、特開昭６３－１７２７７２に記述され
ている４，４’－ジアミノ－１，１’－ジアントラキノニル－３，３’－ジスルホン酸を
含有するＣ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＲｅｄ１７７顔料、特開平４－１４６９６８に記述され
る銅フタロシアニンスルホン酸顔料誘導体を含有する銅フタロシアニン顔料、特公昭４１
－２４６６に記述されるようなハロゲン化銅フタロシアニンスルホン酸顔料誘導体を含有
するハロゲン化銅フタロシアニン顔料などがある。しかし顔料誘導体や染料の含有量が増
えるにつれ、塗膜の耐光性、耐候性、耐熱性などが低下したり、塗膜表面に顔料誘導体や
染料がブリードすることが多い。
【０００９】
近年多くの研究がなされ、顔料組成物を分散した分散液の顔料分散性や安定性、流動性が
高く評価されているのがカプセル化顔料であが、安価な顔料が要求される産業分野には顔
料処理にかかるコストが高くなる点が問題となる。
【００１０】
本発明に関連するカルボン酸エステル系化合物を利用した従来技術としては、特開昭６２
－１８４０６３に記載されるエステル処理されたクロム酸の金属塩顔料組成物があり、熱
安定性、化学安定性、耐光堅牢度等の改善が図られている。
【００１１】
次に、顔料分散液の液性状及び塗膜性状改良に関する従来技術について以下に記述する。
顔料分散液は顔料組成物や樹脂、分散助剤、溶剤などから構成されており、構成原料の一
種以上のものに顔料分散液の性状改良機能をもたせたものを組み合わせて利用する。通常
塗料では樹脂と溶剤は固定されており顔料を置き換えることで多くの色出しを行うため、
顔料組成物や分散助剤にその機能を持たせるケースが一般的である。特に本発明に関係す
る既存技術としては、いずれもその化学構造の面で本発明と一致するものではないが、特
開昭４７－６７７１、特開昭６０－２１５６５１、特開昭６３－２１４３３０、特開平２
－１２９１４７、特開平３－２２７３７１、特開平４－５０６２２５、特開平７－２５８
２４、特表平７－５０６６２１等に記載されるようなカルボン酸エステル系化合物をビヒ
クルあるいは分散剤として使用している例があり、顔料分散性等の改善がなされてる。
【００１２】
樹脂用着色剤の産業分野に視点を移せば、カルボン酸エステル系化合物を利用した例とし
て、特開昭５２－５８５６、特開昭５４－１０５１５０、特開昭６０－９０２３２、特開
昭６２－６８８３４、特開平０４－２９８５７２等があるがいずれもその化学構造上、本
発明との接点はない。特に本発明と類似構造を有するカルボン酸エステル系化合物を使用
した例として特開昭５０－５０４６０があるが、これはその発明の属する技術分野と使用
目的、効果の面において異質のものである。
【００１３】
以上のように顔料分散液の液性状（顔料分散性、流動性）及び塗膜性状（光沢、鮮鋭性、
コントラスト、透過性など）の改良を低コストで実現する手法として、顔料組成物につい
ては顔料誘導体または染料を含有する顔料組成物を用いる手法、顔料分散液についてはそ
の分散系に適した顔料組成物や樹脂、分散助剤、溶剤などを組み合わせる手法や顔料分散
液を構成する原料に性状改良機能を持たせたものを使用する手法が一般的である。
【００１４】
【発明が解決しようとする課題】
顔料分散液には分散液性状として高顔料分散性、良好な分散液流動性及び貯蔵安定性が求
められるし、塗膜として高光沢、高鮮鋭性、高透過性、高コントラストなどが要求される
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。そこで本発明は顔料分散液の分散液性状及び塗膜性状に支障をきたす前記処理剤（体質
顔料、ロジン等）以外の効果的かつ安価な処理剤を用いることで、各種の顔料分散用樹脂
系や溶剤系への顔料分散性及び分散液流動性に優れた顔料組成物及び顔料分散液を開発す
ることを目的としている。特にカラーフィルターにおいては顔料分散性を高めることで、
塗膜の光沢やコントラストに対する適性を向上させることを目的とする。
【００１５】
【課題を解決するための手段】
顔料分散性の改良は顔料の微分散化とその安定化により達成される。顔料の微分散化は分
散機の性能に依存するが、微分散化顔料の安定化は顔料粒子の結晶化や凝集を進行させな
いよう初期の微分散状態を維持させる必要があり、このためには顔料組成物又は顔料分散
液等の組成物を構成する原料と組成物作製法に工夫が必要である。
【００１６】
そこで我々は顔料と顔料分散液の流動性改良剤として以下に記載する化合物１からなる顔
料組成物を作製することで顔料分散性を改良することに成功すると同時に、本発明の別の
目的でもある分散液流動性も改良することを可能とした。これを「顔料組成物１」とする
。この顔料組成物１に含まれる顔料（後述する副顔料に対して主顔料と呼ぶ場合がある）
を特に酸性顔料とした場合、更に効果的である。但し、ここで記述する酸性顔料とは酸性
官能基を含有する顔料、酸性処理された顔料、電子受容性を有する顔料のうちいずれか１
つ又は２つ以上の顔料を指す。
化合物１
【００１７】
【化４】

（但し、Ｒ１はメチル基を表す。またＲ２は炭素原子数１８の飽和アルキル基、不飽和ア
ルキル基のいずれかを表す。）
　しかし顔料種によっては、顔料組成物１では顔料分散性は改良されるものの分散液流動
性の改良があまり期待できない場合がある。この原因としては化合物１が顔料に効果的に
作用しないこと等が考えられる。
【００１８】
そこで我々はこの種の顔料の問題を解決するために、最初に主顔料に対し副顔料や顔料誘
導体や染料を含有させた顔料組成物（これを「顔料組成物２」とする）を作製することで
顔料粒子の結晶化や凝集の抑制を行うことで顔料分散性の改良を行った。しかし顔料分散
性が改良（特に顔料の微分散化が進行）されれば分散液流動性が悪くなり、顔料分散性の
改良と分散液流動性の改良の相反する関係が著しく現れるのが一般的である。顔料組成物
２も例外ではなく分散液の流動性改良が必要となる。
【００１９】
この点において、我々は顔料組成物２と化合物１からなる顔料組成物を作製することで、
高い顔料分散性を保持した状態で顔料分散液の流動性も改良することに成功した。これを
「顔料組成物３」とする。従って顔料組成物３の特徴は主顔料成分と色素成分（特に副顔
料、顔料誘導体、染料）と化合物１から構成されることで、あらゆる顔料を主顔料として
使用できるようにしたことにある。
【００２０】
顔料組成物３を構成する副顔料、顔料誘導体、染料としては酸性顔料、酸性顔料の誘導体
、酸性染料を用いることが好ましいが、更に好ましくはスルホン酸基を含有する副顔料、
スルホン酸基を含有する顔料誘導体、スルホン酸基を含有する染料を用いることである。
【００２１】
顔料組成物１及び顔料組成物３は顔料分散性と分散液流動性に優れた効果を発揮するため
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、これらの顔料組成物を特にカラーフィルター用に使用した場合、高コントラストを有す
る均質な塗膜を得ることができる。
【００２２】
次に顔料もしくは顔料組成物を分散した顔料分散液について説明する。通常、顔料分散液
を作製する場合は少なくとも顔料と樹脂と溶剤を組み合わせて作製する。顔料分散性と分
散液流動性の改良のためには樹脂は欠かせないのが一般的である。しかし顔料組成物１も
しくは顔料組成物３を溶剤のみで分散した顔料分散液は、これだけでも顔料分散性と分散
液流動性に優れる。また顔料または顔料組成物２の場合、これを溶剤で分散する際に化合
物１を加えれば顔料組成物３の場合と類似した結果が期待できる。従って本発明は前記の
全ての本発明顔料組成物を溶剤中で分散させた顔料分散液である。
【００２３】
顔料組成物１もしくは顔料組成物３を溶剤で分散する際にモノマーや樹脂を使用すれば、
溶剤のみで分散した場合と比べ顔料分散性と分散液流動性を向上させる。本発明は上記顔
料分散液に、特にアクリル系モノマー、アクリル系樹脂を使用するのが好適である。
【００２４】
上記のすべての顔料分散液に関し、顔料分散性と分散液流動性を更に改良するために、次
に示す鎖状化合物（化合物２）及び／又は環状化合物（化合物３）で与えられる化合物（
特にアミド系化合物）を分散助剤として含有させることも可能である。化合物２あるいは
化合物３を特にアミド系化合物とした場合、更なる効果が期待できる。
【００２５】
鎖状化合物（化合物２）
【００２６】

【化５】
（但し、Ｒ３、Ｒ４はそれぞれ独立に水素原子又は飽和アルキル基又は不飽和アルキル基
を表す。またＲ５は水素原子、水酸基、飽和アルキル基、不飽和アルキル基、飽和アルコ
キシ基、不飽和アルコキシ基のいずれかを表す。）
下記の結合を１組以上有する環状化合物（化合物３）
【００２７】
【化６】

（但し、Ｒ６は水素原子又は飽和アルキル基又は不飽和アルキル基を表す。）
以上の顔料分散液は特にカラーフィルターに適用できる。顔料分散性と分散液流動性が良
いことから、高コントラストを有する均質な塗膜を得ることができる。またこの全ての顔
料組成物または顔料分散液に光重合性モノマーと光重合開始剤を含有させれば、これをコ
ーティング、露光、現像することで任意のパターン形成を可能とするカラーフィルター用
カラーレジストとしても利用可能となる。
【００２８】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態の典型的なもの及び最良の状態は、後記の実施例に具体的に例示され
るが、本発明を実施する上で選択可能な各種構成要件について以下に詳細に説明する。
【００２９】
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先ず、顔料組成物１の作製法としては、化合物１が液体である場合、顔料スラリーに対し
て化合物１を添加した後、攪拌、ろ過、水洗、乾燥、粉砕する手法、顔料をこの中に加え
、攪拌、ろ過、乾燥、粉砕する手法、又は顔料にこの液体を必要量加え、ニーダー、アト
ライター、ヘンシェルミキサー等で処理する方法等がある。
【００３０】
化合物１が固体である場合、顔料にこの固体をニーダーなどで練り込む手法、この固体が
溶解するような媒体中にこの固体と顔料を入れ、攪拌、ろ過、乾燥、粉砕する手法、顔料
スラリーに対して化合物１を添加し加熱溶融させた後、攪拌、ろ過、水洗、乾燥、粉砕す
る手法等がある。
【００３１】
顔料組成物２の作製法としては、主顔料スラリーに対して副顔料スラリーや顔料誘導体ス
ラリーや染料スラリーを添加し、攪拌した後、ろ過、水洗、乾燥、粉砕工程を経る手法、
粉体同士のドライブレンドによる手法などがある。従って、必ずしも主顔料粒子表面が副
顔料や顔料誘導体や染料で処理されている必要性や主顔料と類似骨格を有する副顔料や顔
料誘導体や染料を選択する必要性はない。
【００３２】
顔料組成物３の作製法としては、化合物１が液体である場合、主顔料スラリーに対して副
顔料スラリーや顔料誘導体スラリーや染料スラリーを添加し、更に化合物１を添加した後
、攪拌、ろ過、水洗、乾燥、粉砕工程を経る手法、顔料組成物２を化合物１中に加え、攪
拌、ろ過、乾燥、粉砕する手法、又は顔料組成物に対しこの化合物１を必要量加え、ニー
ダー、アトライター、ヘンシェルミキサー等で処理する方法等がある。
【００３３】
化合物１が固体である場合、顔料組成物２にこの固体をニーダーなどで練り込む手法、こ
の固体が溶解するような媒体中にこの固体と顔料組成物２を入れ、攪拌、ろ過、乾燥、粉
砕する手法、主顔料スラリーに対して副顔料スラリーや顔料誘導体スラリーや染料スラリ
ーを添加し、更に化合物１を添加し加熱溶融した後、攪拌、ろ過、水洗、乾燥、粉砕工程
を経る手法等がある。
【００３４】
本発明における所期の効果を生み出させるための化合物１の使用量は、化合物によって相
違があるが顔料に対しておおよそ０．５～３０重量％、より高い効果を得るためには２～
１５重量％の範囲が効果的である。少なすぎると効果が期待できず、多すぎると弊害を生
じる場合がある。
【００３５】
次に、顔料組成物１や顔料組成物２、顔料組成物３を作製する際に使用できる原料につい
て述べる。
まず使用可能な主顔料、副顔料、顔料誘導体そして染料として有機色素を用いたものでは
特に限定されないが、例をあげるとすれば、フタロシアニン系、アントラキノン系、ジオ
キサジン系、キナクリドン系、キナクリドンキノン系、アントラピリミジン系、アンサン
スロン系、インダンスロン系、フラバンスロン系、ペリレン系、ペリノン系、ジケトピロ
ロピロール系、キノフタロン系、インジゴ系、チオインジゴ系、イソインドリノン系、イ
ソインドリン系、ベンツイミダゾロン系、アゾ系等がある。
【００３６】
また使用可能な主顔料、副顔料、顔料誘導体そして染料として無機色素を用いたものでは
特に限定されないが、例をあげるとすれば、カーボン系、チタン系、バリウム系、アルミ
ニウム系、カルシウム系、鉄系、鉛系、コバルト系などがあげられる。
【００３７】
主顔料について更に言及すれば、特に顕著な効果が期待できるのは、ジアミノアントラキ
ノン系レッド顔料、フタロシアニン系グリーン顔料、フタロシアニン系ブルー顔料があげ
られる。
【００３８】
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副顔料、顔料誘導体そして染料について更に言及すれば、特に顕著な効果が期待できるも
のとしてはフタロシアニン系、ジアミノアントラキノン系、キナクリドン系、ジスアゾ系
、イソインドリノン系、イソインドリン系の酸性顔料や酸性顔料誘導体、酸性染料がある
。更に好ましくは顔料や顔料誘導体、染料にスルホン酸基が含まれるものが良い。
【００３９】
顔料組成物３を構成する原料の最適な構成は主顔料と類似骨格を有する酸性副顔料や酸性
顔料誘導体や酸性染料を主顔料と組み合わせることであり、良い結果が期待できる。
【００４０】
　顔料組成物１及び顔料組成物３を構成する化合物１として使用可能なものは特に限定さ
れないが、例をあげれば、酢酸ステアリル、酢酸オレイル、蟻酸ステアリル、蟻酸オレイ
ル、プロピオン酸ステアリル、プロピオン酸オレイル、酪酸ステアリル、酪酸オレイルの
ような脂肪酸エステル系化合物があげられる。特に効果的なものとしては酢酸エステル系
化合物が適する。
【００４１】
続いて、顔料又は顔料組成物の分散について説明する。
まず、顔料又は顔料組成物２を分散する際に前述のような化合物１を加える場合について
説明する。この化合物の添加時機は分散前が好ましいが、分散途中でも分散後でも良い。
但し、この化合物を分散後に添加する場合は容易に溶解し拡散するものが好まれる。使用
可能な分散機としてはロールミル、ボールミル、ビーズミル、アトライター、分散攪拌機
などがある。好ましくは顔料又は顔料組成物２に対しこの化合物を効果的に作用させるた
めに、ロールミル等のような分散機を用いて不揮発分量の高い配合で分散（すなわち固練
り）を行い、必要に応じてこれを不揮発分量を適度に下げた配合に調整しビーズミル等で
分散すれば更に効果的である。この際、後述するような分散助剤の使用も可能である。特
に後述するような化合物２及び／又は化合物３と、ウレタン系化合物、好ましくはポリウ
レタン系化合物を分散助剤として併用すれば顔料分散性と分散液流動性が更に改良される
。
【００４２】
次に、顔料組成物１又は顔料組成物３を分散する場合について説明する。分散機は顔料組
成物２の分散の説明に記述したものが使用できる。この顔料組成物１又は顔料組成物３は
単独でも良好な顔料分散性と分散液流動性を有するが、このケースにおいても、後述する
ような化合物２及び／又は化合物３で与えられる化合物と、ウレタン系化合物、好ましく
はポリウレタン系化合物を分散助剤として併用すれば顔料分散性と分散液流動性が更に改
良される。
【００４３】
ここで、顔料又は顔料組成物の分散の際に使用可能な分散助剤を示す。
化合物２に分類されるものとして、特に限定されないが例をあげれば、ホルムアミド、Ｎ
－メチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルホルムアミド
、アセトアミド、Ｎ－メチルアセトアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアセトアミド、Ｎ－エチル
アセトアミド、Ｎ－メチルプロピオンアミドのようなアミド系化合物、オレイン酸アミド
のような不飽和脂肪酸アミド系化合物、ステアリン酸アミドのような飽和脂肪酸アミド系
化合物、カルバミン酸、カルバミン酸メチルエステル、カルバミン酸エチルエステル、カ
ルバミン酸イソプロピルエステル、カルバミン酸ブチルエステル、カルバミン酸ベンジル
エステルのようなカルバミン酸系化合物、Ｎ－メチルウレタン、Ｎ－エチルウレタンのよ
うなウレタン系化合物などがあげられる。特に効果的なものとしてはアミド系化合物やウ
レタン系化合物があげられる。
【００４４】
また化合物３に分類されるものとして、特に限定されないが例をあげれば、γ－ブチロラ
クタム、Ｎ－メチル－２－ピロリドン、Ｎ－エチル－２－ビロリドン、Ｎ－プロピル－２
－ピロリドン、Ｎ－イソプロピル－２－ピロリドン、Ｎ－ブチル－２－ピロリドン、γ－
バレロラクタム、Ｎ－メチル－γ－バレロラクタム、Ｎ－エチル－γ－バレロラクタム、
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α－ピペリドン、Ｎ－メチル－α－ピペリドン、カプロラクタム、Ｎ－メチルカプロラク
タムのようなラクタム系化合物、バルビツル酸、１，３－ジメチルバルビツル酸のような
バルビツル酸系化合物、フタルイミド、Ｎ－メチルフタルイミドのようなイミド系化合物
、イソシアヌル酸、イソシアヌル酸モノメチルエステル、イソシアヌル酸モノエチルエス
テルのようなイソシアヌル酸系化合物、ジケトピロロピロール系化合物も使用可能である
。特に効果的なものとしてはラクタム系化合物やバルビツル酸系化合物があげられる。
【００４５】
この他の分散助剤として、特に限定されないが例をあげれば、ポリアミド系化合物やポリ
ウレタン系化合物のような樹脂型分散剤（市販品ではディスパービック１３０、ディスパ
ービック１６１、ディスパービック１６２、ディスパービック１６３、ディスパービック
１７０、エフカ４６、エフカ４７（全て商品名）など）を用いることも可能である。また
、化合物１及び／又は化合物２以外のものとして、アクリル系、ポリエチレン系のような
樹脂型分散剤、シリコン系または非シリコン系のようなレベリング剤、シラン系、アルミ
ニウム系のようなカップリング剤、アニオン系、ノニオン系、カチオン系の界面活性剤な
ども併せて使用可能である。
【００４６】
顔料又は顔料組成物の分散の際に使用可能な樹脂としては特に限定されないが例をあげる
とすれば、アルキッド系樹脂、アクリル系樹脂、メラミン系樹脂、ウレタン系樹脂、エポ
キシ系樹脂、シリコン系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリアミド酸系樹脂、ポリイミド系
樹脂、スチレンマレイン酸系樹脂、スチレン無水マレイン酸系樹脂などがある。また各種
のアクリル酸系モノマー、アクリレート系モノマーに対しても適用可能である。特に好ま
しい樹脂、モノマーとしてはウレタン系樹脂、アクリル系樹脂、アクリル系モノマーがあ
げられる。
【００４７】
顔料又は顔料組成物の分散の際に使用可能な溶剤としては特に限定されないが例をあげる
とすれば、トルエンやキシレン、メトキシベンゼン等の芳香族系溶剤、酢酸エチルや酢酸
ブチル、プロピレングリコールモノメチルエーテルアセテート、プロピレングリコールモ
ノエチルエーテルアセテート等の酢酸エステル系溶剤、エトキシエチルプロピオネート等
のプロピオネート系溶剤、メタノール、エタノール等のアルコール系溶剤、ブチルセロソ
ルブ、プロピレングリコールモノメチルエーテル、ジエチレングリコールエチルエーテル
、ジエチレングリコールジメチルエーテル等のエーテル系溶剤、メチルエチルケトン、メ
チルイソブチルケトン、シクロヘキサノン等のケトン系溶剤、ヘキサン等の脂肪族炭化水
素系溶剤、Ｎ，Ｎ－ジメチルホルムアミド、γ－ブチロラクタム、Ｎ－メチル－２－ピロ
リドン、アニリン、ピリジン等の窒素化合物系溶剤、γ－ブチロラクトン等のラクトン系
溶剤、カルバミン酸メチルとカルバミン酸エチルの４８：５２の混合物のようなカルバミ
ン酸エステル、水等がある。特に極性溶媒を用いた場合に画期的な効果が得られる。
【００４８】
以上、顔料組成物１、顔料組成物２、顔料組成物３の構成と作製法、及びこれらの顔料組
成物又は顔料を分散した顔料分散液の構成と作製法について述べてきたが、化合物１及び
／又は化合物２の処理の時機として最も効果的な順に並べれば次のようになる。
【００４９】
１．顔料組成物作製段階での処理（顔料組成物１又は顔料組成物３に該当）
２．顔料分散液作製段階での処理（固練りによる化合物の処理で効果大）
３．顔料分散液作製後の処理
次に、カラーフィルター用カラーレジストの作製法について述べる。基本的には前記のよ
うにして作製した顔料分散液を分散攪拌機で攪拌しながら、適量の光重合性モノマーと光
重合開始剤、溶剤を加えることで作製可能である。
【００５０】
カラーフィルター用カラーレジスト用途で使用できる光重合性モノマーとしては特に限定
されないが例をあげるとすれば、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、エチレング
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リコールジアクリレート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、トリエチレングリコ
ールジアクリレート、ビス（アクリロキシエトキシ）ビスフェノールＡ、３－メチルペン
タンジオールジアクリレート等のような２官能モノマー、トリメチルロールプロパトント
リアクリレート、ペンタエリスリトールトリアクリレート、トリス（２－ヒドロキシエチ
ル）イソシアネート、ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、ジペンタエリスリト
ールペンタアクリレート等のような多官能モノマーがある。特に多官能モノマーが適して
いる。
【００５１】
カラーフィルター用カラーレジスト用途で使用できる光重合開始剤としては特に限定され
ないが例をあげるとすれば、アセトフェノン、ベンゾフェノン、ベンジルジメチルケタノ
ール、ベンゾイルパーオキサイド、２－クロロチオキサントン、１，３－ビス（４’－ア
ジドベンザル）－２－プロパン、１，３－ビス（４’－アジドベンザル）－２－プロパン
－２’－スルホン酸、４，４’－ジアジドスチルベン－２，２’－ジスルホン酸等がある
。特に流動性と溶解性の点から１，３－ビス（４’－アジドベンザル）－２－プロパン－
２’－スルホン酸、４，４’－ジアジドスチルベン－２，２’－ジスルホン酸が好ましい
。
【００５２】
カラーフィルター用カラーレジスト用途で使用できる溶剤としては特に限定されないが例
をあげるとすれば、前述した溶剤の中でも特にプロピオネート系、アルコール系、エーテ
ル系、ケトン系、窒素化合物系、ラクトン系、水等の極性溶媒で水可溶のものが適してい
る。
【００５３】
【実施例】
次に実施例及び比較例により本発明の具体化を図るが、本発明はこれらに限定されない。
使用した原料は特に断りのない限り大日本インキ化学工業株式会社製であり、他社製品の
商品名については括弧内に製造会社名を記載した。また以下に記述する部は全て重量基準
である。
【００５４】
また顔料分散液の分散法及び評価法は、分散配合液に０．５ｍｍφセプルビーズ（サンゴ
バン）を２００部加え東洋精機のペイントコンディショナーで１時間分散した後、トキメ
ック（株）のＥ型粘度計で顔料分散液の１０ｒｐｍ粘度を測定している。更にこの顔料分
散液を１ｍｍ厚硝子板にアプリケータで塗布し、これを１４０℃で１０分間焼き付け乾燥
することで乾燥膜厚１μｍの塗膜を作製し、この塗膜の２０゜－２０゜光沢を村上カラー
リサーチラボラトリーのＧＭ－２６Ｄで、また塗膜コントラストを遮光して次のような配
置で測定している。
【００５５】
バックライト／偏光フィルム１／塗板／偏光フィルム２／色彩輝度計
バックライト：ＬＣＤ用ライト（明拓システム）
偏光フィルム１及び２：ＮＰＦ－Ｇ１２２０ＤＵＮ（日東電工）
色彩輝度計：ＢＭ－７（トプコン）
偏光フィルム２と色彩輝度計の間隔：５０ｃｍ
【００５６】
実施例１
Ｃ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＧｒｅｅｎ３６顔料スラリー（顔料固形分１００部を含む）中に
酢酸オレイルエステル５部を加え、７０度で３０分間加熱攪拌した。この後、ろ過、水洗
、乾燥９０℃、粉砕し、Ｃ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＧｒｅｅｎ３６を主成分とする顔料組成
物を得た。これをＧ１－１とする。
【００５７】
　参考例１
　ｐＨを８．５～９．０に調整したＣ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＧｒｅｅｎ３６顔料スラリー
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（顔料固形分９５部を含む）を攪拌しながら、この中にスルホン化銅フタロシアニン顔料
スラリー（固形分５部を含む）を加え、７０度で３０分間加熱した。加熱後、ｐＨを６．
０～６．５に調整し、ろ過、水洗、乾燥９０℃、粉砕し、Ｃ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＧｒｅ
ｅｎ３６を主成分とする顔料組成物を得た。これをＧ２－１とする。
【００５８】
実施例３
ｐＨを８．５～９．０に調整したＣ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＧｒｅｅｎ３６顔料スラリー（
顔料固形分９５部を含む）を攪拌しながら、この中にスルホン化銅フタロシアニン顔料ス
ラリー（固形分５部を含む）及び酢酸オレイルエステル５部を加え、７０度で３０分間加
熱した。加熱後、ｐＨを６．０～６．５に調整し、ろ過、水洗、乾燥９０℃、粉砕し、Ｃ
．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＧｒｅｅｎ３６を主成分とする顔料組成物を得た。これをＧ３－１
とする。
【００５９】
　参考例２
　ｐＨを８．５～９．０に調整したＣ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＢｌｕｅ１５：６顔料スラリ
ー（顔料固形分９５部を含む）中にスルホン化銅フタロシアニン顔料スラリー（固形分５
部を含む）及び酢酸ブチル（ダイセル化学工業）１０部を加え、６０分間攪拌した。この
後、ｐＨを６．０～６．５に調整し、ろ過、水洗、乾燥９０℃、粉砕し、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇ
ｍｅｎｔＢｌｕｅ１５：６を主成分とする顔料組成物を得た。これをＢ３－１とする。
【００６０】
　参考例３
　ｐＨを８．５～９．０に調整したＣ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＢｌｕｅ１５：６顔料スラリ
ー（顔料固形分９５部を含む）中にスルホン化銅フタロシアニン顔料スラリー（固形分５
部を含む）及び蟻酸ｎ－ブチルエステル１０部を加え、６０分間攪拌した。この後、ｐＨ
を６．０～６．５に調整し、ろ過、水洗、乾燥９０℃、粉砕し、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇｍｅｎｔ
Ｂｌｕｅ１５：６を主成分とする顔料組成物を得た。これをＢ３－２とする。
【００６１】
　参考例４
　ｐＨを８．５～９．０に調整したＣ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＢｌｕｅ１５：６顔料スラリ
ー（顔料固形分９５部を含む）中にスルホン化銅フタロシアニン顔料スラリー（固形分５
部を含む）及びプロピオン酸ｎ－ブチルエステル１０部を加え、６０分間攪拌した。この
後、ｐＨを６．０～６．５に調整し、ろ過、水洗、乾燥９０℃、粉砕し、Ｃ．Ｉ．Ｐｉｇ
ｍｅｎｔＢｌｕｅ１５：６を主成分とする顔料組成物を得た。これをＢ３－３とする。
【００６２】
実施例７
ｐＨを８．５～９．０に調整したＣ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＢｌｕｅ１５：６顔料スラリー
（顔料固形分９５部を含む）中にスルホン化銅フタロシアニン顔料スラリー（固形分５部
を含む）及び酢酸ｎ－オクタデシルエステル５部を加え、７０度で３０分間加熱攪拌した
。この後、ｐＨを６．０～６．５に調整し、ろ過、水洗、乾燥９０℃、粉砕し、Ｃ．Ｉ．
ＰｉｇｍｅｎｔＢｌｕｅ１５：６を主成分とする顔料組成物を得た。これをＢ３－４とす
る。
【００６３】
実施例８
ｐＨを８．５～９．０に調整したＣ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＢｌｕｅ１５：６顔料スラリー
（顔料固形分９５部を含む）を攪拌しながら、この中にスルホン化銅フタロシアニン顔料
スラリー（固形分５部を含む）を加え、７０度で３０分間加熱した。加熱後、ｐＨを６．
０～６．５に調整し、ろ過、水洗、乾燥９０℃、粉砕し、Ｃ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＢｌｕ
ｅ１５：６を主成分とする顔料組成物を得た。これをＢ２－１とする。
【００６４】
実施例９
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本例はＧ１－１の分散について述べる。
Ｇ１－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．００部
エフカ－４６（エフカ）　　　　　　　　　　　　　　１０．００
（→ウレタン系分散剤、以下同じ）
ユーカーエステルＥＥＰ（ユニオン・カーバイド）　　３５．００
（→プロピオネート系溶剤、以下同じ）
ＰＭＡ（協和発酵工業）　　　　　　　　　　　　　　３５．００
（→酢酸エステル系溶剤、以下同じ）
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．００部
上記組成のものを分散後、分散液流動性と塗膜性状の評価結果を表１に示す。分散液流動
性は比較例１との対比からも明らかなように１０ｒｐｍ粘度が低いことがわかる。また塗
膜光沢も比較例１の値より大きい。
【００６５】
比較例１
本例はＣ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＧｒｅｅｎ３６無処理顔料の分散について述べる。
【００６６】
Ｃ．Ｉ．ＰｉｇｍｅｎｔＧｒｅｅｎ３６無処理顔料　　２０．００部
エフカ－４６（エフカ）　　　　　　　　　　　　　　１０．００
ユーカーエステルＥＥＰ（ユニオン・カーバイド）　　３５．００
ＰＭＡ（協和発酵工業）　　　　　　　　　　　　　　３５．００
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．００部
上記組成のものを分散後、分散液流動性と塗膜性状の評価結果を表１に示す。
【００６７】
実施例１０
本例はＧ３－１の分散について述べる。
Ｇ３－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．００部
エフカ－４６（エフカ）　　　　　　　　　　　　　　１０．００
ユーカーエステルＥＥＰ（ユニオン・カーバイド）　　３５．００
ＰＭＡ（協和発酵工業）　　　　　　　　　　　　　　３５．００
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．００部
上記組成のものを分散後、分散液流動性と塗膜性状の評価結果を表２に示す。分散液流動
性は比較例２との対比からも明らかなように１０ｒｐｍ粘度が低いことがわかる。また塗
膜光沢も比較例２の値より大きい。
【００６８】
比較例２
本例はＧ２－１の分散について述べる。
Ｇ２－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．００部
エフカ－４６（エフカ）　　　　　　　　　　　　　　１０．００
ユーカーエステルＥＥＰ（ユニオン・カーバイド）　　３５．００
ＰＭＡ（協和発酵工業）　　　　　　　　　　　　　　３５．００
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．００部
上記組成のものを分散後、分散液流動性と塗膜性状の評価結果を表２に示す。
【００６９】
　参考例５
　以下、顔料分散液の実施例について説明する。本例はＢ３－１の分散について述べる。
【００７０】
Ｂ３－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．００部
エフカ－４６（エフカ）　　　　　　　　　　　　　　１０．００
ＰＭＡ（協和発酵工業）　　　　　　　　　　　　　　７０．００
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．００部
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上記組成のものを分散後、分散液流動性と塗膜性状の評価結果を表３に示す。分散液流動
性は粘度が低いほど均一な膜厚の塗膜を得ることができるが、比較例３との対比からも明
らかなように１０ｒｐｍ粘度が低いことがわかる。また塗膜光沢は数値が大きいほど顔料
が微分散されていることが評価できるが、これについても比較例３の値より大きい。
【００７１】
　参考例６
　本例はＢ２－１の分散の際、化合物１で与えられる酢酸ブチルを添加している。
【００７２】
Ｂ２－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．００部
酢酸ブチル（ダイセル化学工業）　　　　　　　　　　　２．００
エフカ－４６（エフカ）　　　　　　　　　　　　　　１０．００
ＰＭＡ（協和発酵工業）　　　　　　　　　　　　　　６８．００
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．００部
上記組成のものを分散後、分散液流動性と塗膜性状の評価結果を表３に示す。分散液流動
性は比較例３との対比からも明らかなように１０ｒｐｍ粘度が低いことがわかる。また塗
膜光沢も比較例３の値より大きい。
【００７３】
　参考例７
　本例はＢ３－２の分散について述べる。
　　Ｂ３－２　　　　　　　　　　　　　　２０．００部
　　エフカ－４６（エフカ）　　　　　　　１０．００
　　ＰＭＡ（協和発酵工業）　　　　　　　７０．００
　　合計　　　　　　　　　　　　　　　１００．００部
上記組成のものを分散後、分散液流動性と塗膜性状の評価結果を表３に示す。分散液流動
性は比較例３との対比からも明らかなように１０ｒｐｍ粘度が低いことがわかる。また塗
膜光沢も比較例３の値より大きい。
【００７４】
　参考例８
　本例はＢ３－３の分散について述べる。
　　Ｂ３－３　　　　　　　　　　　　　２０．００部
　　エフカ－４６（エフカ）　　　　　　１０．００
　　ＰＭＡ（協和発酵工業）　　　　　　７０．００
　　合計　　　　　　　　　　　　　　１００．００部
上記組成のものを分散後、分散液流動性と塗膜性状の評価結果を表３に示す。分散液流動
性は比較例３との対比からも明らかなように１０ｒｐｍ粘度が低いことがわかる。また塗
膜光沢も比較例３の値より大きい。
【００７５】
実施例１５
本例はＢ３－４の分散について述べる。
Ｂ３－４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．００部
エフカ－４６（エフカ）　　　　　　　　　　　　　　１０．００
ＰＭＡ（協和発酵工業）　　　　　　　　　　　　　　７０．００
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．００部
上記組成のものを分散後、分散液流動性と塗膜性状の評価結果を表３に示す。分散液流動
性は比較例３との対比からも明らかなように１０ｒｐｍ粘度が低いことがわかる。また塗
膜光沢も比較例３の値より大きい。
【００７６】
比較例３
本例はＢ２－１の分散について述べる。
Ｂ２－１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．００部
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エフカ－４６（エフカ）　　　　　　　　　　　　　　１０．００
ＰＭＡ（協和発酵工業）　　　　　　　　　　　　　　７０．００
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．００部
上記組成のものを分散後、分散液流動性と塗膜性状の評価結果を表３に示す。
【００７７】
実施例１６
本例より以下、カラーフィルター用カラーレジストについて述べる。まず、次のレットダ
ウンクリヤーを作製。
【００７８】
アロニックスＭ７１００（東亞合成化学工業）　　　　１１．００部
（→ポリエステルアクリレート樹脂）
ＫＡＹＡＲＡＤ　ＤＰＨＡ（日本化薬）　　　　　　　１０．００
（→ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート、光重合性モノマー）
ＫＡＹＡＣＵＲＥ　ＢＰ－１００（日本化薬）　　　　　２．００
（→ベンゾフェノン、光重合開始剤）
ユーカーエステルＥＥＰ（ユニオン・カーバイド）　　２７．００
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５０．００部
次に実施例１０記述の顔料分散液５０．００部を分散攪拌機５００ｒｐｍで攪拌しながら
上記レットダウンクリヤー５０部を１０分をかけて滴下し、更に１０分攪拌しグリーン色
カラーレジストを得た。このカラーレジストの分散液流動性と塗膜性状の評価結果を表４
に示す。分散液流動性は粘度が低いほど均一な膜厚の塗膜を得ることができるが、比較例
４との対比からも明らかなように１０ｒｐｍ粘度が低いことがわかる。また塗膜光沢及び
塗膜コントラストは数値が大きいほど顔料が微分散されていることが評価できるが、これ
についても比較例４の値より大きい。
【００７９】
比較例４
比較例２記述の顔料分散液５０．００部を分散攪拌機５００ｒｐｍで攪拌しながら実施例
１６記述のレットダウンクリヤー５０部を１０分をかけて滴下し、更に１０分攪拌しグリ
ーン色カラーレジストを得た。このカラーレジストの分散液流動性と塗膜性状の評価結果
を表４に示す。
【００８０】
実施例１７
実施例１５記述の顔料分散液５０．００部を分散攪拌機５００ｒｐｍで攪拌しながら実施
例１６記述のレットダウンクリヤー５０部を１０分をかけて滴下し、更に１０分攪拌しブ
ルー色カラーレジストを得た。このカラーレジストの分散液流動性と塗膜性状の評価結果
を表５に示す。比較例５と対比し分散液流動性及び塗膜性状ともに本例の方が優れている
。
【００８１】
実施例１８
本例は実施例１５の顔料分散液組成に化合物２で与えられるＤＭＦ（Ｎ，Ｎ－ジメチルホ
ルムアミド／三菱瓦斯化学、以下同じ）を分散助剤として追加した顔料分散液を作製し、
これを用いて作製したカラーレジストについて述べる。
【００８２】
まず顔料分散液は下記の組成のものを作製した。
Ｂ３－４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０．００部
ＤＭＦ（三菱瓦斯化学）　　　　　　　　　　　　　　　２．００
エフカ－４６（エフカ）　　　　　　　　　　　　　　１０．００
ＰＭＡ（協和発酵工業）　　　　　　　　　　　　　　６８．００
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００．００部
続いて、この顔料分散液５０．００部を分散攪拌機５００ｒｐｍで攪拌しながら実施例１
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色カラーレジストを得た。このカラーレジストの分散液流動性と塗膜性状の評価結果を表
５に示す。比較例５と対比し分散液流動性及び塗膜性状ともに本例の方が優れているのは
もっともであるが、実施例１７との比較でも更に良い結果を得ている。
【００８３】
比較例５
比較例３記述の顔料分散液５０．００部を分散攪拌機５００ｒｐｍで攪拌しながら実施例
１６記述のレットダウンクリヤー５０部を１０分をかけて滴下し、更に１０分攪拌しブル
ー色カラーレジストを得た。このカラーレジストの分散液流動性と塗膜性状の評価結果を
表５に示す。
【００８４】
【発明の効果】
顔料分散液の分散液性状及び塗膜性状を改良する場合、従来技術では低コストかつ高性能
の面で顔料誘導体を含有する顔料組成物を用いるケースが一般的であった。
【００８５】
しかし以上実施例の結果からも明確なように、今回我々が発明した顔料組成物及び顔料分
散液を用いた場合、低コストを維持した状態で顔料分散性と分散液流動性をこれまで以上
に改良することに成功した。特にカラーフィルター用途としては顔料分散性が高まった結
果、塗膜光沢や塗膜コントラストに対する適性を大きく改良することを可能にした。
【００８６】
【表１】

【００８７】
【表２】



(15) JP 4196418 B2 2008.12.17

10

20

30

40

【００８８】
【表３】

【００８９】
【表４】
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【００９０】
【表５】
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